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２ 多様な主体の参画のための体制整備の進展 

③地域の小中学校との連携の例 

神奈川：市教育研究所、小学校、活動団体などによる環境学習モデルプログラムの作成と他地域へ

の波及 

 
秦野市渋沢地区には、里山保全活動を行っている「まほろば里山林を育む会」と、地権者である「渋

沢西端共有林管理組合」がある。両会の指導を受けて、地元渋沢小学校ではこの地区の里山を学習林

として活用し、年間を通じた環境学習を行なっている。また同小学校では、水辺の生き物学習の場を

確保するため、「渋沢ふれあいの里」（秦野市指定の生き物の里第 2 号）において、自治会・地権者・

渋沢小学校で構成する「渋沢ふれあいの里管理運営協議会」を設立し、管理作業の分担等を行い、自

然観察会を主とする体験学習を行っている。 
 

 

 


